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１．平成２９年度（2017年度）予算総括表　
単位：千円、％ 

平成２９年度 平成２８年度
（2017年度） （2016年度） 増 減 額 増 減 率

Ａ Ｂ Ｃ（Ａ－Ｂ） Ｃ／Ｂ 

52,270,000 47,030,000 5,240,000 11.1

1,873,686 1,906,307 ▲ 32,621 ▲ 1.7

16,647,970 16,619,035 28,935 0.2

10,695,648 9,805,674 889,974 9.1

2,068,422 2,227,779 ▲ 159,357 ▲ 7.2

2,477,920 2,730,299 ▲ 252,379 ▲ 9.2

33,763,646 33,289,094 474,552 1.4

9,587,129 9,724,599 ▲ 137,470 ▲ 1.4

4,043,816 4,183,928 ▲ 140,112 ▲ 3.3

3,572,769 3,483,573 89,196 2.6

46,503,848 36,195,687 10,308,161 28.5

63,707,562 53,587,787 10,119,775 18.9

149,741,208 133,906,881 15,834,327 11.8

***** 平成２９年度予算の主な変化 *****

《一般会計・歳入》

・ 個人市民税の増（人口・一人あたり税額ともに増）、箕面森町及び彩都地区の新築家屋の増加による固定資産

税の増収などにより、市税収入全体で約6億円増加する見通しです。

・ 民間保育所の整備や保育所定員拡大に伴う保育給付費及び北大阪急行線延伸整備などの財源として、国庫

支出金と府支出金で約7億円増加する見通しです。

・ 彩都・止々呂美小中一貫校の校舎増築や都市計画道路整備及び鉄道延伸などの財源として市債を活用する

ことから、市債の残高は約36億円増加する見通しです。

《一般会計・歳出》

・ 国の経済対策を受けて平成28年度に北大阪急行線の延伸整備費が大きく予算化されたため、平成29年度の

土木費は平成28年度に比べ約11億円の減少となりました。

・ 民間保育所の整備などにより、民生費は約15億円増加しました。

・ 彩都・止々呂美小中一貫校の校舎増築などにより、教育費は約14億円増加しました。

・ （仮称）箕面船場駅前の用地取得費を計上したことなどにより、諸支出金は約28億円増加しました。

《全会計》

・ ＳＧ競走（グランプリ）の開催年にあたり、競艇事業会計の予算規模が拡大したことにより、全会計の予算総額

が約158億円増加しました。
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２．予算(案)の概要 

当初予算の全体像 

522億70百万円 ◆ 一般会計の予算額  ＜＋52億40百万円、＋11.1%＞ 

彩都・止々呂美小中一貫校の校舎増築や定員拡大に伴う保育給付費の増、新駅周辺の用地取得など
により予算規模は増加 

1,497億41百万円 ◆ 全会計の予算額  ＜＋158億34百万円、＋11.8%＞ 

競艇事業会計において、ＳＧ競走（グランプリ）の開催年にあたるため、予算規模が拡大 

収支バランスの状況 

◆ 基金残高  234億68百万円 ＜▲28億75百万円、▲10.9%＞ ◆ 市債残高  429億88百万円 ＜＋35億82百万円、＋9.1%＞ 

235億37百万円 ・ 市税収入   ＜＋5億80百万円、＋2.5%＞ 

個人市民税の増（人口・一人あたり税額ともに増）、箕面森町・彩都地区の新築家屋の増加による固定
資産税の増収などにより、市税収入全体で約5億80百万円の増加 

32億97百万円 ・ 市債   ＜＋1億25百万円、＋3.9%＞ 

彩都・止々呂美小中一貫校の校舎増築などによる市債の増加 

保育所定員拡大による保育給付の増加など 

119億40百万円 ・ 扶助費   ＜＋11億6百万円、＋10.2%＞ 

『北大阪急行南北線延伸整備基金』、『みどり推進基金』への積立など 

6億21百万円 ・ 積立金   ＜＋1億56百万円、＋33.5%＞ 

（特別会計・企業会計を含む） 

◆ 一般会計の主な歳出の状況  

◆ 一般会計の主な歳入の状況  

＜＞の数値は、前年度との比較 

（普通会計ベース）  （普通会計ベース）  

6億円 ・ 競艇事業会計繰入金  ＜±0億円、 ±0.0% ＞ 

収益向上策の強化などにより、前年度と同額の6億円の繰入金を見込む。 

約36百万円を北大阪急行線延伸整備に活用、約8百万円を北大阪急行線延伸に係る市債の利子償還
分に活用、約5億56百万円を『北大阪急行南北線延伸整備基金』へ積立 

101億42百万円 ・ 国庫支出金   ＜＋1億93百万円、＋1.9%＞ 

定員拡大に伴う保育給付費の増加や、民間保育施設の整備などにより、国庫支出金は約1億93百万
円の増加 

彩都・止々呂美小中一貫校の校舎増築や、（仮称）箕面船場駅前の用地取得など 

119億9百万円 ・ 普通建設事業費（施設整備工事など）   ＜＋34億78百万円、＋41.2%＞ 

『北大阪急行南北線延伸
整備基金』や『みどり推進基
金』などへの積立を行った
一方、彩都・止々呂美小
中一貫校の増築や新駅周
辺まちづくりなどに充て
るために取り崩した結
果、基金残高は 28億75百

万円減少した。 
（昨年同様、財政調整基
金の取り崩しはしない。） 

約21億80百万円返済する

一方、彩都・止々呂美小
中一貫校の校舎増築や、
公共用地の先行取得に伴
う施設整備事業債などを
約57億62百万円発行した
結果、市債残高は約35億
82百万円増加した。 

なお、臨時財政対策債は
限度額まで全額発行せ
ず、10億円の発行に抑え

ている。 

市債残高の推移 

決算見込み 

100 

億円 

97.4% ◆ 経常収支比率  ＜＋3.1ポイント＞ 

個人市民税の増（人口・一人
あたり税額ともに増）などに
より市税収入が増加したもの
の、一時的な定年退職者の増
に伴う退職手当の増加や保育
所定員拡大による保育給付の
増加などにより、昨年度から
3.1ポイント増加した。 

なお、今回で9年連続の経常
黒字（経常収支比率100%以
下）の達成となる。 

当初予算の経常収支比率 
% 
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健全化判断比率の状況 

平成28年度以前は決算（見込み）、平成29年度は当初予算後の数値による試算。いずれも数値が小さいほど健全。 

早期健全化基準を超えた団体は、破たん一歩手前の状況で、早期に財政の立て直しが必要。（イエローカード） 
財政再生基準を超えた団体は、破たん状態とみなされ、国の関与のもと厳しい財政の再建が必要。（レッドカード） 

◆ 実質赤字比率  

基金残高の推移 

財政調整 
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公債管理 
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一般会計の赤字の程

度で、財政運営の深

刻度を示す。 

◆ 連結実質赤字比率  

一般会計の他、すべて

の特別会計、企業会計

の赤字や黒字を合算し

た赤字の程度で、財政

運営の深刻度を示す。 

◆ 実質公債費比率 

一般会計の市債の返

済額などの大きさで、

資金繰りの危険度を

示す。 

◆ 将来負担比率 

一般会計の市債や将来

支払う可能性のある負

担などの残高の程度

で、将来の財政を圧迫

する可能性が高いかど

うかを示す。 
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３．主要施策の概要 

市民の安全・安心の確保と、地域の支え合いを醸成 
していく取り組みを進める 

１．水防対策及び“レッドゾーン内人口ゼロ”の推進 

○ 平成26年夏のゲリラ豪雨による浸水被害のあった地域を始め、風水害時の被害シミュレーションに 
 基づき、浸水被害の危険のある地区の水防対策（雨水管の新設など）に着手する。 
〇 レッドゾーン（土砂災害特別警戒区域）内の人口ゼロを推進するため、市による土砂災害対策の 
 直接工事の実施、大阪府の土砂災害対策工事を促進する補助金、レッドゾーンからの家屋移転補助 
 金など、複合的な施策を展開する。 

２．街頭防犯カメラによる安全・安心の見守り体制 

〇 既設の1800台の防犯カメラ（市設置1050台・自治会設置750台）でまちを見守るとともに、自治会へ 
 の設置補助制度において、カメラ設置密度の低いエリアに取付ける場合は通常の倍の補助率（通常は 
 ４割補助→８割補助）を適用するしくみを取り入れ、防犯カメラ空白地帯をなくしていく。 

３．消防・救急体制の充実 

○ 消防ポンプ自動車、高規格救急車１台を更新する。 
〇 消防職員による全戸訪問に使用する情報システムを構築し、防火・防災啓発に加え、必要な福祉サー 
 ビスにつなぐなど、きめ細やかな対応に活用する。 

４．健康長寿の取り組みの強化 

〇 シニア世代に「お出かけ先」を持っていただくことをめざし、箕面シニア塾のカリキュラムを見直すと 
 ともに、シニアのサークル活動に「シニア活動応援交付金」を交付し、仲間づくりと健康づくりを応援する。 

５．多様な市民が暮らしやすい環境整備 

○ 小型発信器を持った人の居場所を検知する「見守りサービス」（平成28年度に小・中学生で実証実験）を 
 高齢者にも拡大し、早期発見と保護により、認知症の高齢者を守るとともに、ご家族を支援する。 
〇 これまで制度のはざまで支援を受けられなかった、軽度難聴児の補聴器購入費用を市独自で助成する。 

６．市立病院における収支改善と将来展望 

○「新・市立病院改革プラン」に基づき、手術件数と新規入院患者数を増加させ、短期間での収支改善を 
 実現する。 
〇 市立病院の中長期的な将来を展望し、建て替えも視野に入れた検討を進める。 

子育てがしやすく、子どもたちが健やかにのびのびと育つ 
環境を整える 

１．子ども人口の増加への対応 

Ⅰ 

Ⅱ 

○ 子育て世代の流入に伴う児童・生徒数の増加に対応するため、彩都の丘学園、とどろみの森学園を増築 
 するとともに、豊川南小学校の教室を増設する。 
○ 船場地区への新たな小学校建設の検討に伴い、通学区域審議会を開催するとともに、ワークショップを 
 立ち上げて、地域活動の視点からも校区について検討を進める。 

２．充実した英語教育の継続と外国人英語指導助手の増員 

○ 全小・中学校、全９学年での英語教育を継続し、子どものコミュニケーション能力を養う。 
〇 外国人英語指導助手を34名から48名に増員し、少人数グループでの英語学習を試行実施する。 

“通年の待機児童ゼロ”の推進 

○ 定員330人分の民間保育所（６園）を整備し、２年以内に“通年の待機児童ゼロ”を実現する。 
〇 民間保育所に勤務する市内在住保育士と、提携大学等で保育課程を学ぶ学生に対する月額２万円の補助 
 を継続し、引き続き保育士の安定確保を図る。 

３． 

４．きめ細やかな子育て支援の充実 

５．子どもの安全を守る多角的な取り組み 

○ 小型発信器を持った子どもの居場所を検知する「見守りサービス」（平成28年度に小・中学生で実証実験） 
 を本格運用し、700箇所もの検知ポイントで、子どもたちを見守る。 
〇 彩都の丘学園に「地域安全センター」（警察官立ち寄り所）を整備し、地域との連携で子どもたちの安全 
 を守る。 
〇 市内で唯一の自転車通学がある第四中学校の東側において自転車道を整備し、通学の安全を確保する。 

豊かな緑を守り、便利で住みやすく、元気で活力ある箕面 
をめざして、まちづくりを進める 

Ⅲ 

１．都市計画道路の整備と道路ネットワークの再検討 

○ 北大阪急行線の新駅開業に合わせた2020年度の開通をめざして、新駅へのアクセス道路となる都市計画 
 道路３路線（萱野東西線、芝如意谷線、国文都市４号線）の整備を引き続き進める。 
〇 箕面市の都市インフラの“完成形”に相応しい道路ネットワークの構築をめざし、都市計画道路網の再 
 検討を進める。 

２．道路と公園の自主管理制度の充実 

○ 道路や公園の自主管理を行う団体がより活動しやすい制度へと改善するとともに、交付金の単価を1.25倍 
 ～1.5倍に引き上げて、活動団体数と活動面積の増加を図る。 

３．道路・橋梁の安全対策の継続的な推進 

○ 自転車走行レーン（青い路面標示）の全市展開に向けて、市役所前を東西に走る中央線など総延長 
 6.6キロメートルの自転車レーンを整備する。 
〇 橋梁長寿命化計画に基づき、３橋の耐震補強工事と３橋の耐震補強設計を行うとともに、国土交通省 
 の「橋りょう定期点検要領」に基づき、市内全域で橋長２メートル以上の32橋の点検を実施する。 

４．桜井駅前ロータリーと歩行空間の整備に向けた用地取得 

○ 再整備中の桜井駅前において、バスロータリーなど駅前広場や歩行空間の2020年度の完成をめざし、 
 用地取得を進める。 

５．箕面グリーンロード半額定期券の継続 

○ 昨年夏から実施している箕面グリーンロードの「お得な半額定期券」（通常17,000円が半額の8,500円、 
 週３回の往復利用でモトが取れる定期券）の社会実験を継続し、本格導入に向けて関係者との調整を進 
 める。 

６．北大阪急行線の延伸と新駅周辺のまちづくり 

【予算額 115,220千円】 

【予算額 44,946千円】 

【予算額 75,639千円】 

【予算額 23,310千円】 

【予算額 40,549千円】 

【予算額 1,879,206千円】 

【予算額 206,748千円】 

【予算額 735,592千円】 

【予算額 580,872千円】 

【予算額 165,498千円】 

【予算額 1,317,903千円】 

【予算額 10,799千円】 

【予算額 484,160千円】 

【予算額 140,782千円】 

【予算額 70,298千円】 

【予算額 3,723,109千円】 

安心・支え合い最優先 

子育てしやすさ日本一 

緑・住みやすさ最先端 

○ 子どもの医療費助成の対象者を今年４月「高校卒業年齢まで」に拡大し「高校卒業まで・入院通院 
 とも・所得制限なし」とする。 
○「出張子育てひろば」の開催回数を1.5倍（年間246回）とするとともに、保育士と保健師が一体とな 
 り、健康や発達面での相談も気軽にできる環境を整える。 
○ ひとり親家庭の親のための法律相談を月１回（８月は毎週）実施し、親権や養育費など特有の悩みに 
 対応する体制を整える。 
○貧困の連鎖を断ち切る取り組みとして、「子ども成長見守りシステム」の運用を開始し、0～18歳まで 
 切れ目なく子どもの状況を見守ることにより、支援が必要な子どもの早期発見とサポートにつなげる。 

○ 線路（高架部分）の橋脚や駅舎の基礎工事など鉄道本体の工事を進めるとともに、(仮称)新箕面駅 
 の駅ビルや、(仮称)箕面船場駅前の市民文化ホールなどの駅周辺施設について、整備手法や運営事業 
 者を決定する。 

※各項目の予算額は、ここに挙げていない事業分を含んでいる場合があります。詳細は「主要施策」をごらんください。 ３ 
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４．主要施策 

 

平成２９年度（２０１７年度）主要施策 

  

 

 

１．水防増強対策及びレッドゾーン人口ゼロの推進 

平成２８年度（２０１６年度）に策定した「箕面市水防整備指針」に基づき、

想定浸水面積が大きい箇所から順次、水防増強対策を実施することとし、

まずは桜井第 8排水区において雨水管の新設や水路増強を行います。 

急傾斜地崩壊対策では、大阪府が行う対策工事に対して、市が地元

負担金を補助金として支出する独自支援制度を設け、地元地権者の合

意形成を早期に実現したことにより、新年度には、箕面滝道地区におい

て実施設計が始まります。 

大阪府の対策の対象とならない影響人家戸数５戸未満の箇所につい

ては、市でハード整備を行うこととしているところであり、新年度は箕面８

丁目の対策工事を行います。 

また、レッドゾーン内の家屋がゾーン外へ移転しようとするときに、国制

度による補助が受けられるよう市負担分の補助金を予算化するとともに、

市独自でも、移転後のレッドゾーン内の土地を買い取ることを方針化し、

移転の支援を図ると同時に、レッドゾーン内人口ゼロを推進します。 

２ヵ年計画で進めている「ため池ハザードマップ」は、平成２８年度（２０

１６年度）に１４箇所分の作成を完了し、新年度はその配布を行うとともに、

１０箇所分について引き続きシミュレーション等を行います。 
 

事業内容 種別 予算額（千円） 所管部局 

・水防整備指針に基づき、水防増強対

策工事の実施設計 
新規 ２９，３９８ 上下水道局 

 Ⅰ 安心・支え合い最優先 
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・箕面滝道地区における急傾斜地崩壊

対策工事への地元負担金補助 
新規 ２，６０３ 総務部 

・箕面８丁目における土砂災害対策工

事の実施 
継続 ５２，４６７ 総務部 

・レッドゾーン内家屋のゾーン外移転支

援（国制度＋市独自制度） 
新規 ８，２５２ 総務部 

・ため池ハザードマップの作成 継続 ２２，５００ 総務部 

 

２．街頭防犯カメラによる安全・安心の見守り体制 

平成２６年度（２０１４年度）から２８年度（２０１６年度）までの３カ年で、市

が設置した通学路の防犯カメラ７５０台、市内全２０３公園の防犯カメラ３００

台、合わせて１,０５０台の維持管理を行うとともに、自治会により設置いた

だいた防犯カメラの維持管理費用の９割を補助し、子どもからご高齢の方

まで、安心して暮らせるようまちを見守り続けます。 

自治会による防犯カメラの設置については、設置密度の低いエリアに重

点配分する補助制度を新設します。設置密度の低いエリアに取り付けてい

ただく場合には補助率を８割とし、それ以外のエリアでは４割、また、自治

会を新規結成された場合は、結成から１年間は特別にキャンペーン時と同

率の９割補助とします。 
 

事業内容 種別 予算額（千円） 所管部局 

・市設置の防犯カメラ（１,０５０台）の維持

管理 
継続 ９，９３９ 

総務部 

みどりまちづくり部 

・自治会が設置する防犯カメラへの初期

費用及び維持管理費用の補助 
継続 ３５，００７ 

市民部 

総務部 

 

３．消防・救急体制の充実 

平成２８年度（２０１６年度）から豊能町の消防事務の全部受託を開始し、

消防広域化のスケールメリットを活かした消防力の強化を図っているところ

であり、２年目となる新年度は、箕面消防署に配備する消防ポンプ自動車
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１台、及び豊能消防署に配備する高規格救急車１台を更新して、消防・救

急体制をさらに充実強化していきます。 

同じく平成２８年度（２０１６年度）から実施している、消防職員による市内

全戸を対象とした防火訪問は、平成２８年１２月末時点で１０,３７６戸を訪問

し、うち２,９１３戸のご家庭の方と直接お話をすることができました。防火、

防災面の啓発だけでなく、福祉の観点からサービスを必要とされる方を行

政の担当部門につなぐ役割をより強化し、効果的かつ効率的に進めてい

くため、新年度は全戸訪問システムを構築し、訪問スタッフがタブレット端

末を用いて質問をスムーズに進めるとともに、訪問結果を分析して、訪問

計画や内容の充実を図ります。 
 

事業内容 種別 予算額（千円） 所管部局 

・消防ポンプ自動車及び高規格救急車

の更新 
継続 ７２，４０９ 消防本部 

・全戸訪問システムの構築 新規 ３，２３０ 消防本部 

 

４．健康長寿の取り組みの強化 

「箕面市は元気で長寿な人が多い」と驚かれるようなまちをめざして、

様々な施策を「健康づくり」の視点で捉え直し、“健康寄せ”を進めていきま

す。新年度はまず、高齢者に人気の高い箕面シニア塾や春秋講座のカリ

キュラムを大きく見直し、「健康に寄与する」「次の活動につながる（修了後

も活動を継続できる）」内容へとリニューアルします。 

シニアのメンバーを中心に新たなサークルを立ち上げた場合には、シ

ニア活動応援交付金で備品等の購入費を５万円を上限として助成するとと

もに、既存の団体も含めて、発表会や講師を招いての講演会など一般参

加を可とするイベントに対して、その費用を年間３回まで２万円を上限に助

成するなど、「始める」「続ける」を応援していきます。 
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事業内容 種別 予算額（千円） 所管部局 

・箕面シニア塾、春秋講座の実施 強化 ２１，５６０ 
子ども未来創造局 

健康福祉部 

・シニア活動応援交付金によるシニアの

サークル活動の支援 
新規 １，７５０ 健康福祉部 

 

５．多様な市民が暮らしやすい環境整備 

認知症高齢者の行方不明事故をなくすため、街頭の検知ポイントや、専

用アプリをインストールしているスマートフォンで位置情報を検知する見守

りサービス（平成２８年度に小中学生を対象に実証実験を実施していたも

の）を高齢者にも拡大します。平成２８年度（２０１６年度）末までに整備する

検知ポイントは合計７００箇所となっており、今後、希望される高齢者やご

家族に、持ち歩きやすい形の小型発信器を配布していきます。 

新年度からは、これまで箕面市社会福祉協議会に委託していた在宅ケ

アセンター業務を市直営に戻します。障害のある方からの相談などに直接

対応する中で、今あるサービスでは支援が困難な事例などを市職員が肌

で感じ、今後の施策形成につなげていきます。 

また、これまで国、大阪府の補助制度の対象外とされ、支援を受けられ

なかった軽度難聴児の補聴器購入費用について、その一部を助成する市

制度を新設します。 

オレンジゆずるタクシーの社会実験を継続し、引き続き持続可能な運行

体制の構築をめざします。 
 

事業内容 種別 予算額（千円） 所管部局 

・検知ポイントやスマートフォンで位置情

報を把握する見守りサービスの高齢者

への拡大 

強化 - 健康福祉部 

・在宅ケアセンター業務の直営化 新規 １，０３９ 健康福祉部 
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・軽度難聴児の補聴器購入費用の助成 新規 ４７５ 健康福祉部 

・オレンジゆずるタクシーの社会実験の

継続 
継続 ３９，０３５ 健康福祉部 

 

６．市立病院における収支改善と将来展望 

「新・市立病院改革プラン」に基づき、内視鏡手術の充実や脳神経外科

医をはじめとする専門医の獲得などにより、手術件数と新規入院患者数を

拡大し、短期間での収支改善を図るとともに、市民の安心の源としてあり続

けられるよう中長期的な将来を展望し、老朽化が著しい設備等への抜本的

な対策として建替えも視野に入れ、引き続き検討を進めます。 
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１．子ども人口の増加への対応 

子育て支援策の展開が功を奏し、箕面市では、近隣市に比べても顕著

な人口増、特に子育て世代の流入が続いています。それに伴う児童・生徒

数の増加に対応するため、彩都の丘学園及びとどろみの森学園の増築、

豊川南小学校の改修を行います。 

彩都の丘学園においては、すでに第１期として６教室分の校舎増築、新

運動場、部室棟、現在の敷地と新運動場を結ぶ連絡橋の整備を進めてお

り、新年度にはこれらが使用開始となるとともに、第２期工事として、３３教

室分の校舎と給食調理場の増築を進めます。 

とどろみの森学園は、平成２６年（２０１４年）４月に第１期増築棟（１１教室

分）が完成しており、新年度からはさらに８教室分の増築を実施します。 

豊川南小学校では、当面、特別教室を普通教室に改修して児童数の増

加に対応するための工事を実施します。 

また、船場地区への新たな小学校建設の検討に伴い、新校区のエリア

や、既存校区への影響などを検討するため、通学区域審議会を開催しま

す。併せて、各小学校区を活動区域として活動いただいている、多数の地

域団体の方で構成するワークショップを立ち上げ、学校だけでなく地域活

動の視点からも校区の検討を進めます。 
 

事業内容 種別 予算額（千円） 所管部局 

・彩都の丘学園の増築 強化 １，０２６，４５３ 子ども未来創造局 

・とどろみの森学園の増築 強化 ８３８，６５４ 子ども未来創造局 

・豊川南小学校の改修 新規 １３，６５０ 子ども未来創造局 

 Ⅱ 子育てしやすさ日本一 
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・通学区域審議会とワークショップの開

催 
新規 ４４９ 子ども未来創造局 

 

２．充実した英語教育の継続と外国人英語指導助手の増員 

全小・中学校、全９学年での英語教育の実施を継続するとともに、内容

のさらなる充実を図るため、これまでも増員を続けてきた市立小中学校の

外国人英語指導助手をさらに増員していきます。 

外国人英語指導助手は、平成２７年度（２０１５年度）には２０名でした

が、平成２８年度（２０１６年度）に３４名へと１４名増員し、新年度はさらに１

４名増員して４８名体制を整え、１クラスの授業に３名の外国人英語指導助

手が参加して、少人数グループでのティームティーチングを試行実施しま

す。 
 

事業内容 種別 予算額（千円） 所管部局 

・外国人英語指導助手を１４名増員して

４８名体制とし、充実した英語教育を実

施 

強化 ２０６，７４８ 子ども未来創造局 

 

３．“通年の待機児童ゼロ”の推進 

２０１９年度までに４８５人分の保育所定員拡大を進め、いつでも必要な

時期に子どもを保育所に預けられる“通年の待機児童ゼロ”を実現すべく、

新年度は６施設、定員３３０人分を整備します。さらに引き続き運営法人を

公募し、早期の目標達成をめざします。 

また、保育士を確保するため平成２７年度（２０１５年度）から実施してい

る、市内の民間保育園に勤務する市内在住の保育士への月額２万円の補

助、提携大学等で保育課程を学ぶ学生への月額２万円の補助制度は、予

想以上の反響があり、すでに４１人の保育士と保育士の卵が助成を受けて

います。新年度も引き続き実施し、保育士の安定確保を図ります。 
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事業内容 種別 予算額（千円） 所管部局 

・２０１９年度までに４８５人分の保育所定

員拡大のため、引き続き運営法人を公

募し、早期整備を推進 

継続 ７１９，９９２ 子ども未来創造局 

・市内民間保育園勤務の市内在住保育

士、保育課程を学ぶ提携大学等の学

生への月額２万円の補助 

継続 １５，６００ 子ども未来創造局 

 

４．きめ細やかな子育て支援の充実 

子どもの医療費助成の対象者拡大が、新年度４月に始まります。「就学

前、所得制限あり」だった制度を、「所得制限の撤廃など」への拡大からス

タートし、その後「対象年齢を通院・入院とも中学校卒業まで」に拡大して

きました。今回はさらに「高校卒業年齢まで、通院・入院とも、所得制限なし」

とし、子育て世代を応援します。 

家庭での子育ての不安を和らげ、孤立を防ぐ「出張子育てひろば」の開

催回数を１．５倍増の２４６回とするとともに、これまで主に保育士による遊

び場的な活動を中心としてきた内容に、保健師による健康や発達面での

相談機能を融合し、保護者のちょっとした不安にもすぐに対応できる体制

を整えます。 

家庭での子育て支援についてはもう一つ、本年１月にスタートした「ちょ

こっと保育あそびー」を試行実施し、本格実施に向けた運営体制等を固め

ていきます。急な用事の際の預かりだけでなく、ちょっと息抜きにもご利用

いただき、優しい気持ちで子どもと向き合ってもらえるような、頑張りすぎな

い子育てを応援する環境をつくります。 

平成２８年（２０１６年）の夏から試行実施してきた、ひとり親家庭の親の、

親権や養育費、子どもとの面会などに関する悩みや不安に専門的に対応

する「ひとり親家庭無料法律相談」を本格実施し、月に１回、定期的に実施
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します。特に、児童扶養手当の現況届提出のため、対象となるひとり親が

来庁される８月には毎週開催し、相談しやすい環境を整えます。 

新年度は、平成２８年度（２０１６年度）に構築した「子ども成長見守りシス

テム」の運用を開始します。市の様々な部局がそれぞれ把握している、家

庭の状況や子ども本人の状況に関する情報をトータルに集積して分析す

ることにより、０歳から１８歳まで切れ目なく見守り、支援が必要な子どもの

早期発見につなげて、必要なサポートをし続けることをめざします。 
 

事業内容 種別 予算額（千円） 所管部局 

・子どもの医療費助成の対象を「高校卒

業年齢」までに拡大 
強化 ５７３，７２５ 市民部 

・保育士と保健師が融合した出張子育て

ひろばの回数増と内容充実 
強化 ２，６９０ 子ども未来創造局 

・「ちょこっと保育あそびー」の試行実施 継続 ２，８３１ 子ども未来創造局 

・ひとり親家庭無料法律相談の実施 継続 ５０２ 子ども未来創造局 

・「子ども成長見守りシステム」の運用に

よる支援が必要な子どもの早期発見と

サポートの実施 

新規 １，１２４ 子ども未来創造局 

 

５．子どもの安全を守る多角的な取り組み 

様々な角度から、子どもの安全を守る取り組みを進めます。 

平成２８年度（２０１６年度）に実証実験を展開してきた、街頭の検知ポイ

ントや、専用アプリをインストールしているスマートフォンで位置情報を検

知する見守りサービスの本格運用が始まりました。本格運用の事業者選定

にあたり、認知症高齢者の見守りと同一サービスを導入したことにより、検

知ポイントの大幅増加などインフラの増強が図られており、これを活用して、

子どもたちの見守り体制をさらに充実していきます。 

子ども人口の増加が著しい彩都の丘学園校区においては、学校南東角



 

 

 

  13  

の交差点に面した場所に地域安全センターを整備します。警察官立ち寄

り所として、箕面警察署員の巡回も決まっており、地域の皆さまとともに、子

どもたちの安全を守ります。 

また、市内で唯一の自転車通学がある第四中学校の東側の自転車道を

整備し、自転車通学の生徒の安全を確保したり、小学校や保育所、幼稚

園、建替え中の「（仮称）西南生涯学習センター」など文教施設が集まる西

南地域において、西南小学校北通り線の歩道拡幅整備により歩行者の安

全性を向上するなど、交通安全対策も進めます。 

自転車による交通事故の防止のため、中学生に事故の怖さや交通ルー

ルの大切さを教える「スケアード・ストレート」講習は、平成２４年度（２０１2

年度）に開始し、全生徒が在校中に一度は受講できるよう、３年で全中学

校を一巡するように実施しています。新年度は４校で実施し、２サイクル目

が完了します。 
 

事業内容 種別 予算額（千円） 所管部局 

・検知ポイントやスマートフォンで位置情

報を把握する見守りサービスの本格実

施 

新規 － 子ども未来創造局 

・彩都の丘学園小校区の地域安全セン

ター整備 
新規 ３７，１５７ 子ども未来創造局 

・第四中学校東の自転車道の整備 新規 ９，２４０ みどりまちづくり部 

・西南小学校北通り線の歩道拡幅整備 新規 １１７，３３７ みどりまちづくり部 

・スケアード・ストレート講習の４校での

実施 
継続 １，７６４ 総務部 
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１．都市計画道路の整備と道路ネットワークの再検討 

北大阪急行線のターミナル駅となる（仮称）新箕面駅周辺においては、

駅ができることによる交通量の増加が市民生活に影響を及ぼさないよう、

新駅開業に合わせた２０２０年度の開通をめざして、都市計画道路萱野東

西線及び芝如意谷線（萱野東西線以南）の整備を引き続き進めます。 

都市計画道路国文都市４号線については、府道茨木能勢線までの第

一区間が開通していますが、同じく２０２０年度を目途に、さらに府道箕面

池田線までの全線供用開始をめざし、用地取得に向けた準備や設計作業

を行います。 

北大阪急行線の延伸により、本市の交通体系は大きな変革の局面を迎

えます。これに対応し、箕面市の都市インフラの“完成形”に相応しい道路

ネットワーク構築に向け、ミッシングリンクをつなぐ新たな道路の検討、長

期未着手の都市計画道路の再評価により必要性が低下した都市計画道

路の廃止検討を併せて行い、平成３０年度（２０１８年度）中の素案策定を

めざします。新年度は、平成２８年度（２０１６年度）中に検討した課題エリア

において想定される変更・改善案について、機能、交通処理、実現性など

の評価を行うとともに、周辺の交通やまちづくりへの影響についての検証

を行います。 
 

事業内容 種別 予算額（千円） 所管部局 

・都市計画道路萱野東西線の整備 継続 ５３６，４１９ みどりまちづくり部 

・都市計画道路芝如意谷線（萱野東西

線以南）の整備 
継続 ７５９，９６６ みどりまちづくり部 

・都市計画道路国文都市４号線の整備 継続 １３，７６３ みどりまちづくり部 

・都市計画道路網の再検討 継続 ７，７５５ みどりまちづくり部 

 
Ⅲ 緑・住みやすさ最先端 
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２．道路と公園の自主管理制度の充実 

市が管理する道路や公園を、市民の皆さまと市が協働して、より魅力的

な場にしていく「公共施設等市民自主管理活動支援制度」の施行から７年、

多くの団体に自主管理していただいているところですが、自主管理団体か

らのご意見、ご要望を取り入れて、より活動していただきやすい制度への

成長をめざします。団体の指定要件である最低会員数の規定の大幅緩和、

交付金申請手続きの簡素化などによる“使い勝手”の改善とともに、活動を

新たにスタートされる際の備品購入などに充てられる初度交付金の新設と、

自主管理交付金の単価を、道路の清掃は１．５倍、公園は除草で１．２５倍、

中低木管理と花壇管理で１．３倍に増額して経済的なインセンティブをアッ

プし、活動面積及び活動団体の増加を図ります。 
 

事業内容 種別 予算額（千円） 所管部局 

・新たに活動を始める場合の備品購入

等に充てる初度交付金の交付 
新規 ８９ みどりまちづくり部 

・自主管理交付金の単価アップによる支

援の強化 
強化 １０，７１０ みどりまちづくり部 

 

３．道路・橋梁の安全対策の継続的な推進 

毎年、市内１４校区において地域の皆さまに実施いただいている、通学

路の危険箇所・問題箇所点検の結果に基づき、通学路における歩道改良

や路面標示、路面のカラー化、横断防止柵、カーブミラーの設置などを実

施します。 

また、自転車・歩行者の安全確保を目的とした、青い路面標示の自転車

レーン等の整備については、新年度は市道中央線、船場西中央線、小野

原豊中線の一部区間、西南小学校と第三中学校の外周道路において、自

転車走行空間の整備工事を行います。 

橋梁についても、耐震化に併せて長寿命化修繕計画に基づく予防的な
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修繕へと管理手法を転換し、費用の縮減や平準化を行いながらも確実な

安全確保を進めているところです。新年度は、間谷橋、奥山橋、立会山橋

の耐震補強工事、瀬川大橋、石澄川橋、中央橋の耐震補強設計を行うとと

もに、平成２６年（２０１４年）６月に制定された国土交通省の「橋りょう定期点

検要領」に基づき、引き続き市内全域で橋長２メートル以上の３２橋の点検

を実施します。 
 

事業内容 種別 予算額（千円） 所管部局 

・危険箇所・問題箇所点検の結果に基

づく道路改良や交通施設の設置 
継続 ２０２，０００ みどりまちづくり部 

・市道中央線などの自転車走行空間の

整備 
継続 ８８，６９２ みどりまちづくり部 

・橋梁の長寿命化のための耐震補強工

事、耐震補強設計の実施 
継続 １８１，３０９ みどりまちづくり部 

・橋長２メートル以上の橋の点検実施 継続 １２，１５９ みどりまちづくり部 

 

４．桜井駅前ロータリーと歩行空間の整備に向けた用地取得 

桜井駅前において、地域の祭りやイベントといった、日常の賑わいの舞

台として利用いただけるステージなどを備えた駅前ロータリー及び歩行空

間の２０２０年度の整備に向けて、用地の測量や建物調査を行い、用地取

得を進めます。 
 

事業内容 種別 予算額（千円） 所管部局 

・桜井駅前ロータリー、歩行空間の整備

に向けた用地取得 
新規 １４０，７８２ みどりまちづくり部 
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５．箕面グリーンロード半額定期券の継続 

平成２８年（２０１６年）夏に開始した、大口割引制度を活用した箕面グリ

ーンロードの半額定期券の社会実験は、販売目標枚数６００枚を毎月突破

し、高いリピート率を維持しています。新年度も引き続き、より多くの方にご

利用いただけるよう販売促進に力を入れるとともに、定期券の社会実験を

継続しつつ、本格導入に向けて一層、大阪府道路公社等関係者への働き

かけを強化します。 
 

事業内容 種別 予算額（千円） 所管部局 

・大口割引制度を活用した箕面グリーン

ロード半額定期券の社会実験の継続 
継続 ７０，２９８ 地域創造部 

 

６．北大阪急行線の延伸と新駅周辺のまちづくり 

平成２８年（２０１６年）１２月、北大阪急行線の延伸工事に着手しました。

２０２０年度の開業をめざし、新年度は、（仮称）新箕面駅の駅舎本体、（仮

称）箕面船場駅の地下駅本体、高架区間の橋脚など、構造物をつくる工

事を進めるとともに、各種設備の設計などを行います。駅の交通施設につ

いては、（仮称）箕面船場駅において、地下駐輪場の工事を行うとともに、

昇降口の基本設計を完了し、詳細設計へと進む予定です。 

新年度は、新駅周辺のまちづくりも動きます。（仮称）新箕面駅前におい

ては、子育て機能を核とする商業施設が入る駅ビルの整備手法（現時点

では PFI 手法を想定）を決定し、併せて整備・運営する事業者を選定して

いきます。（仮称）箕面船場駅前では、本年２月に立ち上げた新文化ホー

ル整備審議会において、新ホールの運営のあり方や運営事業者の選定

についてご議論いただきながら、運営事業者の選定、施設の整備手法決

定の手続きを進めます。 

新駅ができると、「駅と駅」「駅と住宅地」を結ぶ路線バスルートも変わり

ます。路線バスの再編を計画する「箕面市地域公共交通網形成計画」は、
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新年度中の策定完了をめざし、公共交通事業者や道路管理者、地域公共

交通の利用者、学識経験者等で構成する箕面市地域公共交通活性化協

議会に新たに「路線バス網再編検討分科会」を設置して、議論を進めてい

きます。 
 

事業内容 種別 予算額（千円） 所管部局 

・北大阪急行線延伸の本体工事に係る

設計、工事及び北大阪急行電鉄（株）

の施工区間にかかる補助金の交付 

継続 ３，６３４，４０５ 地域創造部 

・（仮称）箕面船場駅の交通施設にかか

る設計、工事 
継続 ４１，７６０ 地域創造部 

・（仮称）新箕面駅前の駅ビルにかかる

運営手法の決定と運営事業者の選定 
新規 － 地域創造部 

・新文化ホール整備審議会の開催 継続 １，０５１ 人権文化部 

・新市民文化ホールの運営事業者の選

定と施設の整備手法の決定 
新規 － 地域創造部 

・箕面市地域公共交通活性化協議会の

運営と地域公共交通網形成計画の策

定 

継続 ４５，８９３ 地域創造部 

 


